









































 元の時代のものも多数現存し、それらは築 700 余年を数えるという。今多くの人が住んでい
る四合院はおおよそ 100～400 年ほど前に建てられたもの、すなわち明、清の時代の建造物であ
る。北京の胡同の数は、明の時代にすでに 1,200 本、1950 年代には 2,550 本を数え、現在名前



















り、1,278ha でそれは旧市街地面積の 21％にあたるという（大矢根2003）。 















 日本ではこれが発表された 1998 年現在、平成不況のまっただ中にあるはずが、東京ではどこ
もかしこも再開発事業が目白押しで（新築の超高層マンションはどれも建築完成前に販売開始
され即日完売である）、東京の不動産･建築業界は好況を呈していた（都心回帰プログラム）。こ
れは五全総の発表（1998 年）に先立つ 1997 年、東京都が採用した「事前復興」という概念を
含む「生活都市東京構想」に負うところが大きい。 
 ところでこれまでも、特に 20 世紀終盤・1990 年代に「都心回帰プログラム」が新保守主義
的都市開発構想として批判されてきた経緯がある。都市の行財政についての国際比較研究の中



































































































① 解放直後（1949 年） 





























 文革開始とともに 1967 年１月、北京の都市計画は暫時停止された。孔廟などの文化財破













－ 32 － 






















































 文革後 1978 年、北京市では「個人家屋占拠の機関、企事業単位の迅速な退去に関する通
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度を廃したものの 1950 年代初頭まで統一的名称の設定は遅れていた。1954 年第一回全国人民
代表大会で正式に「城市街道弁事処組織条例」・「城市居民委員会組織条例」が交付され、全国
にわたる都市末端組織が統一された。 
 街道は市轄区・人民委員会の派出機関で人口 10 万人以上の市では設置が義務づけられた。管

















 文革後の 1978 年、第五回全人代で発布された新憲法で改めて街道・居民委の組織形態が明確
化され、街道は区政府の派出機関であって、居民委は大衆性を持つ自治組織として街道の指導
のもとで職務を遂行することとされた。 













－ 36 － 
３．胡同・四合院、街道・社区の現地視察 




























  椿樹園社区を訪問(2005.3.16.am) 菊児胡同社区を訪問(2005.3.16.pm) 
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